
 

 

「「「「栄養教諭栄養教諭栄養教諭栄養教諭をををを中核中核中核中核としたとしたとしたとした食育推進事業食育推進事業食育推進事業食育推進事業」」」」 

 

 

  

  

 

 ・推進地域推進地域推進地域推進地域   都留市 

 

     

    ・・・・事業委託先事業委託先事業委託先事業委託先    都留市教育委員会 

         

     

    ・・・・実践中心校実践中心校実践中心校実践中心校 都留市立谷村第一小学校 

 

                                 

          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

栄養教諭を中核とした食育推進事業 

事業報告書 

              

１． 事業推進の体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 具体的取組等について 

テーマ１ 教育課程における食に関する指導充実のための取り組み 

実践中心校である谷村第一小学校の校内研究を主体にして取り組んだ。 
①校内研修 
  食育への理解を深め、推進していくために実践中心校である谷村第一小学校の教職員が研修を行った。 
  ・食育の必要性とその進め方について（５月１８日） 
    講師：山梨県教育委員会スポーツ健康課主幹指導主事 秋山知子氏 
     谷村第一小学校の校内研修において、なぜ食育が必要とされているのかを現代の子ども達や日本人の健康

状態、食に関わる様々な現状などからご講演いただき、具体的に学校ではどのように食育を進めていけばよ
いかをご指導いただいた。今年度、食育をテーマに校内で研究をしていくにあたり、有意義な研修となった。 

  ・第１回食生活調査結果から見る児童の食生活の実態について（８月３１日） 
    講師：山梨学院大学健康栄養学部長 松本晴美氏 
     谷村第一小学校の児童を対象に行った食生活実態調査の集計分析を依頼した松本教授に、調査結果から、

学年別に児童の食生活の状況や問題点について詳しく説明していただいた。児童の実態把握やこれからの取
り組みを考えていく上でとても参考になった。 

 

②食に関する指導の全体計画及び年間指導計画に基づく授業実践 
  今年度、新学習指導要領の本格実施とそれに伴い教科書が改訂された 
ことにより、食に関する指導の全体計画と学年ごとの年間指導計画を見 
直し、それに基づいた授業実践を行った。 

  ・教科や学級活動、総合的な学習、道徳等での授業実践 
  ・作物の栽培や調理等の食に関わる体験活動の実施 

・学級活動の年間計画にそった月別指導資料の作成 
校内研究会では、各学年一実践を提供し、お互いに見合い研鑽した。 

その中で３回研究授業を行い、その際には、指導主事を招き、授業内容や指導法等についてご指導いただいた。 

都道府県名 山梨県 

推進地域名 都留市 

山梨県教育委員会 

都留市教育委員会 

都留市「栄養教諭を中核とした食育推進事業」検討委員会 

都留市立学校給食センター 実践中心校：谷村第一小学校 市内各小・中学校 

家庭・地域（保護者・地域住民・生産者・流通関係者・関係団体） 
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  校内研究への提供授業 
  ・１年学級活動「たべもののグループわけをしよう」 

・２年学級活動「さつまいもについて知ろう」（１０月１２日研究授業） 
・３年社会科 「物を作る仕事」 

  ・４年学級活動「バランスよく食べよう」（１１月１６日研究授業） 

  ・５年家庭科 「元気な毎日と食べ物」（１１月２５日研究授業） 

  ・６年保健体育「病気の予防」 

 

③児童会活動における食育の展開 
 ・ペア給食 
   各学期１回実施。異学年と交流を図った。 
・長期休業前の啓発活動 

生活のめあてに「赤・緑・黄の食べ物をバランスよく食べる」を入れ、食品の仲間分けをプリントして配布。 
 ・音楽委員会による全校合唱「給食モリモリおかわリンジャー」 
 ・秋の集会「食べ食べ交流」（１０月２７日） 
   １８のたてわり班ごとに食に関わるクイズやゲームを考え、全校で交流。 
・給食委員会の活動 

   献立ボードを設置し毎日の献立について記入、旬の食材を紹介する資料の作成・掲示、給食時にその日の献立
や食品についての放送を行ってきた。また、毎月末、該当する児童や教師のお誕生日給食を実施したり、給食セ
ンターへ感謝の手紙を送ったりして、給食を通し心が触れ合う機会を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ２ 学校給食を「生きた教材」とした食に関する指導充実のための取り組み 

①給食時間の指導の充実 
 ・ランチルームでの指導（谷村第一小） 
   今年度より、通常はＴＴ教室である教室を給食時にランチルームとして活用した。専用の教室ではない中、テ

ーブルクロスや花、メニューボードを用いたり、机の配置を工夫したりするなど、様々な工夫をし食事環境を整
えた。ランチルームはクラスごと使用し、栄養教諭は、食事のマナーや今日の給食の食品について、その時期に
合わせた食生活の指導などを全体指導で行った。児童はランチルームを利用する日を楽しみにしており、給食の
残食も減っている状況があった。 

・通常の指導 
   毎日の給食の際、衛生的に効率よく準備する 

ことについての指導や、食べ方やマナー、食品 
の栄養や旬などについて指導した。好き嫌いの 
ある児童に対しては、励まして食べる量を増や 
していく等、個人的な働きかけをした。 
 １年生の「きゅうしょくもりもりだいさくせん」 
など学年行事や児童会行事と関連させ、毎日の給食 
で継続的に行った取り組みもあった。 
 

②地場産物の学校給食への活用 
・地場産物を使ったメニューを考案、給食の献立の中に取り入れ、その際には産物の特徴や栄養について指導した。 

 

③食や給食に対する興味・関心を高める活動 
・掲示板の活用 
  食について目にしたり、考えたりする機会が増えるよう、掲示板を設置し、年間指導計画の内容に沿った掲示
資料を作成、掲示した。クイズやゲーム、家庭への持ち帰り用のレシピも取り入れ、興味関心を高められるよう
工夫した。児童の給食委員会としても資料を作って掲示する等、委員会活動の活性化にもつながった。 



12 

 

・給食センターの見学 
   １２月１９日、実践中心校である谷村第一小３年生が見学。給食調理作業を２階通路から見学したり、調理員

さんへ質問したりした。また、調理器具を実際に手に持ち、大きさを感じとった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④学校給食をより充実させるための研究 
 ・市内各校給食主任、栄養教諭、栄養職員、調理員合同の会議を毎月実施し、様々な立場から考えて献立検討を行

った。 
・市内調理員を対象に調理講習会、衛生学習会を実施し、児童生徒においしくて安全な給食を提供できるよう研修
を行った。 

・市内全校のリクエスト給食を実施。 
 

テーマ３ 学校・家庭・地域が連携した食育の取り組み 

①食生活実態調査の実施 
  実践中心校の谷村第一小児童全員を対象に７月と１２月に調査を実施した。実態を把握したり、児童の変容を見
取ったりする中で、これからどのように取り組むかを考えることができた。２回目の調査結果で、朝食の摂取意識
向上や生活リズムの改善の様子が感じられなかったので、再度、朝食についての指導を教材を使い、実施した。 

 

②給食試食会・学習会の開催 
・１年生保護者給食試食会 

   市内全小学校で１年生保護者対象に親子で一緒に給食を食べる形式で試食会を実施した。保護者は給食準備を
友達と協力して行う様子や、家では食べないものでも給食では食べているという子どもの様子を見て、安心して
いる様子がうかがえた。 

   谷村第一小学校では試食会後、給食についての説明や親子で食品の仲間分けについて一緒に学習をする時間を
設けた。１時間の学習会だったが、学習内容のまとめにビンゴを用いて楽しく学習できた。実施後、保護者から
「子どもと買い物に行き、３色の仲間を考えながら、一緒に食品を選んだ」等、家庭の食生活にも活かしている
という感想が多く寄せられた。 

・給食センター見学（試食会） 
   給食センター主催で１１、１２月にかけて５回実施した。調理作業の様子を見ていただいた後、施設や給食に

ついて説明した。また、よりよい食生活を啓発できるよう、朝食の大切さや内容についての講話も行った。試食
の際には、栄養教諭、栄養職員がテーブルを回り、懇談することにより情報交換ができた。参加者の方からは、「
給食センターを見て、安心した、またぜひ参加したい」等の感想が寄せられた。 

   その他にも食生活改善推進委員等、市内のいろいろな方達の給食センター見学があったが、その際には、学校
給食の意義・内容や学校での食育について、説明する機会を設けた。また、地域住民の食生活の現状について懇
談した。 

 

③地場産物の学校給食への活用 
  これまでより多くの地場産物を学校給食に活用できるよう、本年度から都留市農林産物出品者組合と連携をとる
ようにした。使用品目、量ともに増加した。１月末には出品者組合の方に給食センターを見学、給食を試食してい
ただき、その際に現在の課題解決のためや来年度のための打ち合わせも行った。 

 

④地場産物の農業体験活動（１２月１９、２０日） 
  谷村第一小学校３年生が社会科の学習と関連させる中で実施した。都留市の特産物である水かけ菜の生産農家を
訪問し、栽培と収穫の様子を見学したり、水かけ菜の特徴や生産する時の工夫や苦労についてご指導いただき、地
域の産物について理解を深めたり大切にする気持ちを育てたりすることができた。 
収穫した水かけ菜は、地域で多く食べられているお雑煮に子どもたちが調理し味わったが、児童の多くがその後

の正月には、水かけ菜のお雑煮を家庭で食べていたようである。 
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⑤食育講演会（１１月２２日） 
  演題：「食生活と地産地消」 講師：都留文科大学名誉教授 吉住典子氏 
  大学生の食生活の様子から、幼少時からの家庭での食育の大切さや家庭・学校での学校給食の活用の方法、本市
の特産物についての内容を講演していただいた。 

 

⑥料理講習会（１０月１９日） 
  講習内容「お弁当においしい料理」 

お弁当作りのポイントと調理実習（６品）。 
  参加者からは、「同じ食材でもいろいろな料理にできることを知った」「野菜嫌い 

の子どもも食べてくれそう」「いつもお弁当には野菜が少なかったので、これか 
ら入れるようにしたい」等の感想が寄せられた。 

 

⑦食育通信、給食レシピ集の作成、配布 

  家庭向けに、食品や栄養素について等よりよい食生活 

を啓発するものや学校での食育の取り組みを知らせる内 

容の「食育つうしん」を作成、配布した。 

  給食レシピ集については、学校給食のメニューの中か 

ら、好評なメニューだけでなく、家庭でも取り入れて欲 

しい食品を使った料理や身近な食品にひと工夫加えた料 

理も視野に入れ、検討作成し、市内小中学生の全家庭及 

び全教職員に配布した。 

 

 

 

 

数字で変化のあった事項について 

給食給食給食給食のののの残食率残食率残食率残食率：：：：平均６％から４％に減少。理由として献立や調理方法の工夫と児童の好き嫌いをしないで食べよ

うとする意識が高まっていることが考えられる。 

    

地場産物地場産物地場産物地場産物のののの給食給食給食給食へのへのへのへの活用活用活用活用：：：：使用品目数で昨年度５品目から９品目に増加。使用量も昨年度使用していた品目はすべ

て増加した。（多いもので３．３倍） 

    

    

栄養栄養栄養栄養バランスへのバランスへのバランスへのバランスへの配慮配慮配慮配慮：：：：１回目の調査結果に比べ、２回目の調査結果では、ほとんどの学年で意識の向上が見られ

た。３つの学年では、約９割の児童で栄養バランスへの意識が育成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年別栄養学年別栄養学年別栄養学年別栄養バランスにバランスにバランスにバランスに対対対対するするするする配慮配慮配慮配慮（（（（考考考考えてえてえてえて食食食食べているべているべているべている））））
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45.5%

43.8%

31.3%
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正正正正しいしいしいしい箸箸箸箸のののの持持持持ちちちち方方方方：：：：３つの学年で意識の向上が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土食郷土食郷土食郷土食・・・・行事食行事食行事食行事食へのへのへのへの関心関心関心関心：：：：「そう思う」「どちらかというとそう思う」の合計がすべての学年で増加し、関心の向上

が認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業全体を通じて、特に効果のあった方策等について 

・アンケート調査を２回実施したことにより、児童の実態や変容を把握でき、それを指導に生かすことができた。 

・毎日の給食時間の指導や食に関する授業、教育活動のいろいろな場面で食に関わらせた活動を行っていることに

より、食への興味関心が高まり、知識も得てきている。特にランチルームでの給食は児童にとって楽しい雰囲気

の中で食について学べ、より効果的なものになっている。 

・学級活動での指導では、学級担任と栄養教諭が連携をとり、指導内容や教材教具を工夫することにより、実態に

即した指導を行え、また内容を家庭にも伝えることで、家庭と連携した取り組みにもなっている。 

・給食センターの見学試食会の実施や給食レシピ集の発行により、保護者の学校給食に対する理解や安心感を得る

ことができた。 

今後の課題（今回の事業により新たに見えた課題など） 

・教科の中での効果的な栄養教諭の関わり方（関わる場面）の検討が必要である。 

・偏食指導や食事内容についての個別指導を推進していく必要がある。 

・地場産物の有効活用のための生産者との連携をさらに深める必要がある。 

・子どもたちが授業で学んだことを日常生活の中で実践、習慣化していくための働きかけを続けていく。 

・小中学校９年間を通して、発達段階に応じた系統的な食育がなされるよう、市内の学校間や栄養教職員の連携

のあり方を考え深めていく必要がある。 

・これからも学校の食育を充実させるための地域との連携の方法を考えていきたい。 

・子ども達に望ましい食習慣が身に付くよう、保護者や家庭の食に対する関心をより高められる方法を考えたい。 

 

学年別学年別学年別学年別　　　　正正正正しいしいしいしい箸箸箸箸のののの持持持持ちちちち方方方方へのへのへのへの意識意識意識意識
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学年別学年別学年別学年別　　　　行事食行事食行事食行事食・・・・郷土料理郷土料理郷土料理郷土料理へのへのへのへの関心関心関心関心（（（（あるあるあるある））））
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